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＜連絡事項＞
・洗濯物で渡されたものが別の人のものであることが続いている、と家族様よりクレームが有りました。里村大河様の洗濯物に中村聡様の洗濯物が入っていたとの事です。詳細はカルテ記録参照してください。色々な所での原因が考えられますが、各スタッフは注意して対応してください。

・田村　智美様～食事摂取量少なく、本日より常食ハーフ+各食メイバランスミニ1本となる。

＜入室状況＞
【入院】
・佐藤　友子様～東病棟Cユニットへ医療保護入院。

【転出】
・米田　邦男様～東病棟Cユニットから南病棟Dユニットへ転出。

【ユニット移動】
・松田　寿音様～東病棟Aユニットから東病棟Bユニット2号室。
・和田　昌様～東病棟Bユニットから東病棟Aユニット13号室。

＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・特になし。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。奇声を発しドアへの頭突きが見られていたが、落ち着いている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。妄想的な発言は聞かれているが易怒性や攻撃性は見られず。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。表情はさえないが不穏等は無い。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・田村　桂子様～身体拘束中。本日より午前午後1時間ずつの開放観察開始。解除中は危険行動無く経過。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜村上Dr診察情報＞
・田村 桂子様～主治医指示にて本日より午前午後1時間ずつの開放観察開始。
処方変更なし。

・山蔭 哲也様～主治医より経過観察継続し来週の精神状況を観て西病棟転出を検討するこ
ととなる。処方変更なし。

・飯田　清勝様～処方変更せず経過観察となる。

・石亀　猛様～処方変更せず経過観察となる。

・村中　サ子様～夜間中途覚醒続いていることを情報提供。主治医指示にて本日よりロナセンテープ20mg　2枚へ増量となる。他処方変更なし。

・清川　延子様～処方変更せず経過観察となる。また主治医より安全対策として車椅子ベルト使用許可あり。

＜入院患者様情報①＞
氏　　名：佐藤　友子様（さとう　ともこ）様
　生年月日：昭和23年6月9日(76歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：深澤Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
R5.1.30三戸中央病院内科にてアルツハイマー型認知症の診断あり。かかりつけの福原胃腸科外科医院にてドネペジルの内服開始し通院を継続していた。R6.10より攻撃性が増し、三戸中央病院内科へ相談、同院メンタルヘルス科へ初診となる。ショートステイ利用時、帰宅要求、興奮、衝動行為、拒否的な言動あり、また以前ショートステイ利用していた際に他利用者とのトラブルもあり、施設入所困難で、自宅宅での受け入れも困難な状況のため入院加療の希望あり。R6.11.26で  入院調整となっていたが、帯状疱疹にて身体加療を要する状態となり、初外来延期となり本日初診。徘徊や易怒性があり、自宅での見守り困難な状態のため、娘様の同意にて東病棟Aユニット9号室へ医療保護入院となる。
